
５

　

食
品
等
に
よ
る
放
射
線
内
部

被
ば
く
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
も
市
民
の
方
々
か
ら
食
品
等
の

放
射
線
量
の
測
定
を
依
頼
さ
れ
た
と

き
、
市
の
測
定
器
で
測
定
で
き
る
よ

う
に
体
制
が
取
れ
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
埼
玉
県
都
幾
川
町
の
よ

う
に
、
放
射
能
濃
度
測
定
器
の
利
用

規
則
や
機
器
の
操
作
講
習
会
を
行
っ

て
、
町
の
測
定
器
を
無
料
開
放
し
、

町
民
が
測
定
し
、
測
定
し
た
値
は
町

に
も
報
告
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
こ
う
し
た
か
た
ち
で
実
施

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
か
ら
、
八
潮
産
農

産
物
を
は
じ
め
、
学
校
給
食
・

保
育
所
給
食
食
材
の
濃
度
測
定
を
行

っ
て
間
も
な
い
こ
と
や
、
６
月
か
ら

私
立
幼
稚
園
等
の
給
食
食
材
の
測
定

を
開
始
し
、
こ
れ
ら
を
優
先
し
て
実

施
す
る
た
め
、
一
般
市
民
か
ら
の
濃

度
測
定
依
頼
に
よ
る
測
定
は
実
施
が

難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
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和
代

放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
の
地
方
自
治
法

改
正
で
、
行
政
財
産
の
活
用
範

囲
が
拡
大
さ
れ
た
の
を
機
に
、
自
販

機
設
置
使
用
料
の
一
般
競
争
入
札
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

今
年
４
月
、
県
庁
や
県
関
連
施
設

に
設
置
し
て
い
る
自
販
機
計
30
台
の

設
置
使
用
料
の
一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
た
奈
良
県
で
は
、
予
定
価
格
の

40
倍
近
い
約
８
千
万
円
で
落
札
さ
れ

た
と
発
表
し
た
。　
　
　

　

八
潮
市
も
、
新
た
な
財
源
確
保
の

為
に
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
33
台

の
入
札
制
度
を
実
施
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

一
般
競
争
入
札
実
施
は
、
使

用
料
収
入
の
増
額
が
図
ら
れ
る

な
ど
財
政
面
で
の
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
自
販
機
に
よ
る
収
益
は
、

地
域
の
福
祉
活
動
等
の
財
源
と
し
て

い
る
面
も
あ
り
、
入
札
実
施
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
収
入
減
と
な

り
、
活
動
に
影
響
が
出
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、

新
た
に
設
置
す
る
場
合
は
入
札
方
式

の
導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
既

存
の
自
販
機
に
つ
い
て
も
、
関
係
部

局
と
十
分
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q
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公
共
施
設
の
自
動
販
売
機
の
入
札
実

施
に
つ
い
て

　

八
條
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
市

内
で
初
め
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
歴
史
の
宝
庫
を
、
国
や

県
と
の
連
携
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に

推
進
さ
れ
る
の
か
、
お
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　

八
條
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、

奈
良
時
代
や
平
安
時
代
の
住
居

跡
や
中
世
の
墓
の
跡
が
見
つ
か
り
、

多
く
の
土
器
や
石
製
品
な
ど
が
出
土

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
に
つ

き
ま
し
て
は
、
文
化
財
保
護
法
の
規

定
に
よ
り
県
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
八
潮
市
の
貴
重
な
歴
史

資
料
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

市
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
国
・
県
に

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

発
掘
成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調

査
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
後
に

資
料
館
に
お
い
て
展
示
し
、
広
く
市

民
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
史
跡
散
策
や
地
域
研
究
の

た
め
の
八
條
遺
跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
や
、
地
域
学
習
教
材
と
し
て
の

活
用
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
本
年
１
月
15
日
、

市
制
施
行
40
周
年
に
あ
た
っ
て

平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
た
が
、
そ
の

平
和
都
市
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン

ボ
ル
、
記
念
碑
の
よ
う
な
も
の
を
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
市
の
考

え
を
お
尋
ね
し
た
い
。

　

平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
、

身
近
な
場
所
で
よ
り
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
公
共
施
設
と
小
中
学
校
の
33
か

所
に
宣
言
文
を
記
し
た
パ
ネ
ル
を
設

置
し
、
ま
た
八
潮
駅
南
口
シ
ェ
ル
タ

ー
に
横
断
幕
、
市
役
所
に
懸
垂
幕
を

設
置
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
シ
ン
ボ
ル
や
記
念
碑
の
よ

う
な
も
の
を
市
と
し
て
設
置
す
る
こ

と
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
平
和
に
関
す
る
啓
発
に
は
努
め
て

参
り
た
い
。
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て

Q
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平
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都
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宣
言
の
記
念
碑
等
の
設
置

に
つ
い
て

　

７
月
27
・
28
日
に
八
潮
駅
周

辺
で
行
わ
れ
る
夜
市
は
、
外
国

人
観
光
客
を
呼
び
込
む
絶
好
の
機
会

で
す
。
ポ
ス
タ
ー
等
は
す
で
に
出
で

き
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
態
勢
を
取

る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　

市
も
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

は
、
大
切
な
事
業
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
埼
玉
県
外
国
人
観
光
客
誘

致
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
取
り
か
か

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楽
習
館
と
協

力
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
な

ど
の
受
け
入
れ
態
勢
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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観
光
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政
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生

徒
の
通
学
路
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま

す
か
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
自
転
車
事
故

が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
各
学
校

に
お
け
る
自
転
車
安
全
利
用
推
進
に

お
け
る
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
。

　

登
下
校
の
安
全
確
保
は
、
保

護
者
や
交
通
指
導
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
通
学
路
の
点
検
は
、
通

学
班
編
成
会
議
や
一
斉
下
校
時
の
指

導
及
び
管
理
職
や
安
全
主
任
等
の
登

校
指
導
の
際
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
の
自
転
車
指
導
は
、
市
内

10
校
で
草
加
警
察
の
協
力
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
は
、

小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
、
自
転
車

免
許
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全

中
学
校
で
は
、
今
年
度
、
埼
玉
県
警

の
協
力
を
得
て
ス
タ
ン
ト
マ
ン
を
活

用
し
た
自
転
車
事
故
防
止
の
た
め
の

交
通
安
全
教
室
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
児

童
生
徒
が
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
学
校
、

保
護
者
、
地
域
、
関
係
各
課
と
連
携

し
て
児
童
生
徒
の
交
通
事
故
防
止
に

努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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通
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に
つ
い
て

やしお市議会だより
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